
(57)【要約】

【課題】画素の更なる微細化を可能にすることで、画面

の更なる高精細化を実現する有機発光表示装置を提供す

る。

【解決手段】本発明による有機発光表示装置では各画素

に有機発光ダイオードとして複数の線状発光体が並べら

れている。各線状発光体では、管状の周辺部が共通電極

を含む。その周辺部の内部には中心部が周辺部と同軸に

配置され、共通電極と対向する画素電極を含む。更に、

共通電極と画素電極との間には発光部材が挟まれている

。線状発光体は特にナノサイズのワイヤーまたはチュー

ブに形成可能である。

【選択図】図5
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 電 極 を 含 む 管 状 の 周 辺 部 、
　 前 記 第 １ 電 極 と 対 向 す る 第 ２ 電 極 、 を 含 み 、 前 記 周 辺 部 の 内 部 に 前 記 周 辺 部 と 同 軸 に 配
置 さ れ た 中 心 部 、 及 び 、
　 前 記 第 １ 電 極 と 前 記 第 ２ 電 極 と の 間 に 挟 ま れ て い る 発 光 部 材 、
を 有 す る 線 状 発 光 体 、
を 具 備 す る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 線 状 発 光 体 の 断 面 が 実 質 的 に 円 形 で あ り 、 そ の 直 径 が 200nm以 下 で あ る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 線 状 発 光 体 の 中 心 部 が 棒 状 の コ ア を 含 み 、 前 記 第 ２ 電 極 が 前 記 コ ア に 配 置 さ れ て い
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 線 状 発 光 体 の 中 心 部 が 、 中 心 軸 に 沿 っ て 延 び る 中 空 部 、 を 含 み 、 前 記 第 ２ 電 極 が 前
記 中 空 部 を 囲 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 発 光 部 材 が 、
　 発 光 性 有 機 半 導 体 を 含 む 発 光 層 、 及 び 、
　 前 記 発 光 層 と 前 記 第 １ 電 極 と の 間 、 又 は 、 前 記 発 光 層 と 前 記 第 ２ 電 極 と の 間 、 の 少 な く
と も い ず れ か に 挟 ま れ て い る 付 帯 層 、
を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 電 極 及 び 前 記 第 ２ 電 極 の 少 な く と も 一 つ が 光 透 過 性 物 質 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記
載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 線 状 発 光 体 が ナ ノ サ イ ズ の ワ イ ヤ ー ま た は チ ュ ー ブ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機
発 光 ダ イ オ ー ド 。
【 請 求 項 ８ 】
　 鋳 型 の 孔 の 中 に 管 状 の 第 １ 電 極 を 形 成 す る 段 階 、
　 前 記 第 １ 電 極 の 孔 の 中 に 管 状 の 発 光 部 材 を 形 成 す る 段 階 、 及 び 、
　 前 記 発 光 部 材 の 孔 の 中 に 第 ２ 電 極 を 形 成 す る 段 階 、
を 有 す る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 発 光 部 材 を 少 な く と も 一 つ の 層 か ら 形 成 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー
ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ 電 極 を 管 状 ま た は 棒 状 に 形 成 す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製
造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 第 １ 電 極 、 前 記 発 光 部 材 、 及 び 前 記 第 ２ 電 極 の 少 な く と も 一 つ を 気 相 成 長 法 で 形 成
す る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 第 １ 電 極 、 前 記 発 光 部 材 、 及 び 前 記 第 ２ 電 極 の 少 な く と も 一 つ を 気 相 蒸 着 で 形 成 す
る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 電 極 、 前 記 発 光 部 材 、 及 び 前 記 第 ２ 電 極 の 少 な く と も 一 つ を 気 相 重 合 で 形 成 す
る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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　 前 記 気 相 重 合 が 、
　 前 記 鋳 型 の 孔 、 前 記 第 １ 電 極 の 孔 、 及 び 前 記 発 光 部 材 の 孔 の 少 な く と も 一 つ に 気 相 の 単
量 体 を 供 給 す る 段 階 、 並 び に 、
　 前 記 単 量 体 を 重 合 さ せ る 段 階 、
を 含 む 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 単 量 体 を 真 空 雰 囲 気 で 重 合 さ せ る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 単 量 体 を 50℃ 乃 至 200℃ で 重 合 さ せ る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 気 相 重 合 が 、 前 記 単 量 体 を 供 給 す る 段 階 の 前 に 、 前 記 鋳 型 の 孔 、 前 記 第 １ 電 極 の 孔
、 及 び 前 記 発 光 部 材 の 孔 の 少 な く と も 一 つ に 重 合 開 始 剤 を 供 給 す る 段 階 、 を さ ら に 含 む 、
請 求 項 １ ４ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 重 合 開 始 剤 が 、 ア ゾ ビ ス イ ソ ブ チ ル ニ ト リ ル 、 過 酸 化 ベ ン ゾ イ ル 、 硝 酸 ア ン モ ニ ウ
ム セ リ ウ ム 、 及 び 塩 化 鉄 、 の 少 な く と も 一 つ を 含 む 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ
ー ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 ２ 電 極 を 形 成 す る 段 階 の 後 に 、 前 記 鋳 型 か ら 線 状 発 光 体 を 分 離 す る 段 階 、 を さ ら
に 含 む 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む 材 料 で 前 記 鋳 型 を 形 成 し 、
　 前 記 鋳 型 か ら 線 状 発 光 体 を 分 離 す る 段 階 で は 前 記 鋳 型 を エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 、
請 求 項 １ ９ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 エ ッ チ ン グ で は 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 及 び 塩 酸 の 少 な く と も 一 つ を 使 用 す る 、 請 求 項 ２
０ に 記 載 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 基 板 、 並 び に 、
　 前 記 基 板 の 上 に 形 成 さ れ て い る 線 状 発 光 体 で あ り 、
　 　 第 １ 電 極 を 含 む 管 状 の 周 辺 部 、
　 　 前 記 第 １ 電 極 と 対 向 す る 第 ２ 電 極 、 を 含 み 、 前 記 周 辺 部 の 内 部 に 前 記 周 辺 部 と 同 軸 に
配 置 さ れ た 中 心 部 、 及 び 、
　 　 前 記 第 １ 電 極 と 前 記 第 ２ 電 極 と の 間 に 挟 ま れ て い る 発 光 部 材 、
を 有 す る 線 状 発 光 体 、
を 具 備 す る 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 線 状 発 光 体 に 連 結 さ れ て い る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 ２ ２ に 記
載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 基 板 、
　 前 記 基 板 の 上 に 形 成 さ れ て い る 第 １ 信 号 線 、
　 前 記 第 １ 信 号 線 と 交 差 す る 第 ２ 信 号 線 、
　 前 記 第 １ 信 号 線 と 前 記 第 ２ 信 号 線 と に 連 結 さ れ て い る 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、
　 前 記 第 １ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ て い る 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 、 並 び に 、
　 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ て い る 線 状 発 光 体 で あ り 、
　 　 前 記 第 ２ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ に 連 結 さ れ て い る 第 １ 電 極 、 を 含 む 管 状 の 周 辺 部 、
　 　 前 記 第 １ 電 極 と 対 向 す る 第 ２ 電 極 、 を 含 み 、 前 記 周 辺 部 の 内 部 に 前 記 周 辺 部 と 同 軸 に
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配 置 さ れ た 中 心 部 、 及 び 、
　 　 前 記 第 １ 電 極 と 前 記 第 ２ 電 極 と の 間 に 挟 ま れ て い る 発 光 部 材 、
を 有 す る 線 状 発 光 体 、
を 有 す る 有 機 発 光 表 示 装 置 。
 
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 有 機 発 光 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 そ れ に 搭 載 さ れ る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド 及 び そ
の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 モ ニ タ ー ま た は テ レ ビ な ど の 軽 量 化 及 び 薄 型 化 に 伴 い 、 陰 極 線 管 （ Ｃ Ｒ Ｔ ） に 代
え 、 液 晶 表 示 装 置 （ Ｌ Ｃ Ｄ ） が 多 用 さ れ て い る 。 し か し 、 液 晶 表 示 装 置 に は 、 バ ッ ク ラ イ
ト 等 の 外 部 光 源 が 必 要 で あ る の で 、 更 な る 省 電 力 化 、 軽 量 化 、 薄 型 化 が い ず れ も 難 し い 。
液 晶 表 示 装 置 に は 更 に 、 応 答 速 度 の 更 な る 向 上 や 更 な る 広 視 野 角 化 な ど の 難 し い 課 題 の 解
決 も 求 め ら れ て い る 。 そ れ ら の 点 で 液 晶 表 示 装 置 よ り 優 れ た 表 示 装 置 と し て 、 有 機 発 光 表
示 装 置 が 注 目 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 発 光 表 示 装 置 の 各 画 素 は 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド （ Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ ） を 含 む 。 有 機 発 光 ダ イ オ
ー ド は 、 二 つ の 電 極 、 及 び そ れ ら の 間 に 挟 ま れ た 発 光 層 を 含 む 、 二 つ の 電 極 間 に 対 し て 電
圧 を 加 え る と 、 発 光 層 に 、 一 方 の 電 極 か ら は 電 子 が 注 入 さ れ 、 他 方 の 電 極 か ら は 正 孔 が 注
入 さ れ る 。 そ れ ら の 電 子 と 正 孔 と が 発 光 層 で 結 合 し て 励 起 子 を 形 成 す る 。 更 に 、 そ の 励 起
子 が 崩 壊 す る と き に 放 出 さ れ る エ ネ ル ギ ー で 発 光 層 が 発 光 す る 。 有 機 発 光 表 示 装 置 は こ の
よ う に 自 発 光 型 で あ り 、 液 晶 表 示 装 置 と は 異 な り 外 部 光 源 を 必 要 と し な い 。 従 っ て 、 有 機
発 光 表 示 装 置 は 、 省 電 力 化 、 軽 量 化 、 及 び 薄 型 化 の 面 で 液 晶 表 示 装 置 よ り 更 に 有 利 で あ る
。 有 機 発 光 表 示 装 置 は そ の 上 、 応 答 速 度 、 視 野 角 、 及 び コ ン ト ラ ス ト 比 も 液 晶 表 示 装 置 よ
り 優 れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 有 機 発 光 表 示 装 置 に 限 ら ず 、 表 示 装 置 全 般 に 対 し て は 、 画 面 の 解 像 度 の 更 な る 向 上 、 す
な わ ち 、 画 面 の 更 な る 高 精 細 化 が 求 め ら れ て い る 。 従 っ て 、 画 素 を 更 に 微 細 に 形 成 し な け
れ ば な ら な い 。 こ こ で 、 従 来 の 有 機 発 光 表 示 装 置 で は 画 素 が フ ォ ト エ ッ チ ン グ 等 で パ タ ー
ニ ン グ さ れ る 。 そ れ 故 、 画 素 の 更 な る 微 細 化 に は フ ォ ト エ ッ チ ン グ の 精 度 を 更 に 向 上 さ せ
ね ば な ら な い 。 し か し 、 露 光 装 置 の 解 像 力 は 既 に 限 界 に 近 い の で 、 フ ォ ト エ ッ チ ン グ の 更
な る 精 密 化 は 難 し い 。 そ の 結 果 、 従 来 の 有 機 発 光 表 示 装 置 で は 画 素 の 更 な る 微 細 化 が 困 難
で あ る 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 画 素 の 更 な る 微 細 化 を 可 能 に す る こ と で 、 画 面 の 更 な る 高 精 細 化 を 実
現 す る 有 機 発 光 表 示 装 置 、 の 提 供 に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 は 各 画 素 に 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド を 有 す る 。 本 発 明 に よ る
そ の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド は 特 に 、 次 の よ う な 線 状 発 光 体 を 備 え て い る 。 そ の 線 状 発 光 体 で
は 、 管 状 の 周 辺 部 が 第 １ 電 極 を 含 む 。 そ の 周 辺 部 の 内 部 に は 中 心 部 が 周 辺 部 と 同 軸 に 配 置
さ れ 、 第 １ 電 極 と 対 向 す る 第 ２ 電 極 を 含 む 。 更 に 、 第 １ 電 極 と 第 ２ 電 極 と の 間 に は 発 光 部
材 が 挟 ま れ て い る 。 線 状 発 光 体 の 中 心 部 に は 好 ま し く は 棒 状 の コ ア が 含 ま れ 、 第 １ 電 極 が
そ の コ ア に 配 置 さ れ て い る 。 線 状 発 光 体 の 中 心 部 に は そ の 他 に 、 中 心 軸 に 沿 っ て 延 び る 中
空 部 が 含 ま れ て い て も 良 い 。 そ の 場 合 、 第 ２ 電 極 が そ の 中 空 部 を 囲 ん で い て も 良 い 。 線 状
発 光 体 は 特 に 、 ナ ノ サ イ ズ の ワ イ ヤ ー ま た は チ ュ ー ブ に 形 成 可 能 で あ る 。 好 ま し く は 線 状
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発 光 体 の 断 面 が 実 質 的 に 円 形 で あ り 、 そ の 直 径 が 200nm以 下 で あ る 。 本 発 明 に よ る 有 機 発
光 表 示 装 置 で は 好 ま し く は 、 上 記 の 線 状 発 光 体 が 各 画 素 に 複 数 本 ず つ 並 べ ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に よ る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 は 、 鋳 型 の 孔 の 中 に 管 状 の 第 １ 電 極 を 形 成
す る 段 階 、 第 １ 電 極 の 孔 の 中 に 管 状 の 発 光 部 材 を 形 成 す る 段 階 、 及 び 、 発 光 部 材 の 孔 の 中
に 第 ２ 電 極 を 形 成 す る 段 階 、 を 有 す る 。 こ こ で 、 第 ２ 電 極 は 管 状 で も 棒 状 で も 良 い 。 第 １
電 極 、 発 光 部 材 、 及 び 第 ２ 電 極 の 少 な く と も 一 つ は 好 ま し く は 、 気 相 成 長 法 で 形 成 す る 。
そ の 気 相 成 長 法 は 気 相 蒸 着 で も 気 相 重 合 で も 良 い 。 気 相 重 合 で あ る 場 合 は 、 鋳 型 の 孔 、 第
１ 電 極 の 孔 、 及 び 発 光 部 材 の 孔 の 少 な く と も 一 つ に 気 相 の 単 量 体 を 供 給 す る 段 階 、 並 び に
、 そ の 単 量 体 を 重 合 さ せ る 段 階 を 含 む 。 好 ま し く は 、 そ の 単 量 体 を 真 空 雰 囲 気 で 重 合 さ せ
る 。 好 ま し く は 、 そ の 単 量 体 を 50℃ ～ 200℃ で 重 合 さ せ る 。 更 に 好 ま し く は 、 そ の 単 量 体
を 供 給 す る 段 階 の 前 に 、 鋳 型 の 孔 、 第 １ 電 極 の 孔 、 及 び 発 光 部 材 の 孔 の 少 な く と も 一 つ に
重 合 開 始 剤 を 供 給 す る 段 階 を 含 む 。 こ こ で 、 そ の 重 合 開 始 剤 は 好 ま し く は 、 Ａ Ｉ Ｂ Ｎ （ 2
， 2’ － ア ゾ ビ ス イ ソ ブ チ ル ニ ト リ ル ） 、 Ｂ Ｐ Ｏ （ 過 酸 化 ベ ン ゾ イ ル ） 、 Ｃ Ａ Ｎ （ 硝 酸 ア
ン モ ニ ウ ム セ リ ウ ム ） 、 及 び 塩 化 鉄 （ FeCl 3 ） の 少 な く と も 一 つ を 含 む 。 本 発 明 に よ る 製
造 方 法 は 好 ま し く は 、 第 ２ 電 極 を 形 成 す る 段 階 の 後 に 、 鋳 型 か ら 線 状 発 光 体 を 分 離 す る 段
階 、 を さ ら に 含 む 。 好 ま し く は 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む 材 料 で 鋳 型 を 形 成 し 、 鋳 型 か ら
線 状 発 光 体 を 分 離 す る 段 階 で は そ の 鋳 型 を エ ッ チ ン グ に よ り 除 去 す る 。 こ こ で 、 そ の エ ッ
チ ン グ で は 好 ま し く は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 及 び 塩 酸 の 少 な く と も 一 つ を 使 用 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 で は 上 記 の 通 り 、 各 画 素 が 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド を 含 む 。
そ の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド は 線 状 発 光 体 を 含 む 。 線 状 発 光 体 で は 、 二 つ の 電 極 と そ の 間 の 発
光 部 材 と が 同 軸 の シ ェ ル 構 造 を 成 す 。 線 状 発 光 体 は 微 細 化 が 容 易 で あ り 、 特 に ナ ノ サ イ ズ
に 形 成 可 能 で あ る 。 本 発 明 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 で は 各 画 素 に そ の 線 状 発 光 体 が 、 好 ま
し く は 複 数 本 ず つ 並 べ ら れ て い る 。 そ れ に よ り 、 画 素 の 更 な る 微 細 化 が 容 易 で あ る の で 、
本 発 明 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 は 従 来 の 表 示 装 置 よ り 画 面 の 解 像 度 が 高 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 本 発 明 が 属 す る 技 術 分
野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 が 容 易 に 実 施 す る こ と が で き る よ う に 詳 細 に 説 明 す る 。
　 図 1は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 概 略 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 そ の
有 機 発 光 ダ イ オ ー ド は 特 に 線 状 発 光 体 390を 含 む 。 線 状 発 光 体 390は 好 ま し く は 円 筒 状 で あ
り 、 そ の 直 径 が 200nm以 下 で あ り 、 そ の 長 さ が 数 十 μ m～ 数 百 μ mで あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 1に 示 さ れ て い る よ う に 、 線 状 発 光 体 390で は 三 つ の 部 材 270、 370、 191が 同 軸 に 配 置
さ れ 、 シ ェ ル 構 造 を 形 成 し て い る 。 線 状 発 光 体 390の 中 心 部 は 好 ま し く は 棒 状 の コ ア で あ
り 、 特 に 共 通 電 極 270を 含 む 。 こ こ で 、 中 心 部 が 、 中 心 軸 に 沿 っ た 中 空 部 を 含 み 、 共 通 電
極 270が そ の 中 空 部 を 囲 ん で い て も 良 い 。 線 状 発 光 体 390の 周 辺 部 は 管 状 で あ り 、 中 心 部 と
同 軸 に 配 置 さ れ 、 中 心 部 を 囲 ん で い る 。 周 辺 部 は 更 に 画 素 電 極 191を 含 む 。 共 通 電 極 270と
画 素 電 極 191と は 互 い に 対 向 し て い る 。 そ れ ら の 間 に は 有 機 発 光 部 材 370が 挟 ま れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 共 通 電 極 270は 好 ま し く は 、 セ シ ウ ム （ Cs） 、 リ チ ウ ム （ Li） 、 カ ル シ ウ ム （ Ca） 、 若
し く は バ リ ウ ム （ Ba） 等 の 仕 事 関 数 が 低 い 金 属 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） 、 銅 （ Cu） 、 銀 （ Ag
） 、 ま た は そ れ ら の 合 金 か ら 成 る 。
　 画 素 電 極 191は 光 透 過 性 及 び 導 電 性 を 有 す る 物 質 か ら 成 り 、 好 ま し く は Ｉ Ｔ Ｏ ま た は Ｉ
Ｚ Ｏ を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 有 機 発 光 部 材 370は 好 ま し く は 多 層 構 造 で あ り 、 光 を 放 出 す る 発 光 層 、 及 び そ の 発 光 層
の 発 光 効 率 を 向 上 さ せ る 付 帯 層 を 含 む （ 図 示 せ ず ） 。
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発 光 層 に は 各 電 極 191、 270か ら 電 子 及 び 正 孔 が 注 入 さ れ 、 そ れ ら の 結 合 に よ り 励 起 状 態 が
形 成 さ れ る 。 こ の 励 起 状 態 が 基 底 状 態 に 戻 る と き に 解 放 さ れ る エ ネ ル ギ ー が 光 Rと し て 有
機 発 光 部 材 370か ら 画 素 電 極 191を 通 し て 外 に 放 出 さ れ る 。 発 光 層 は 、 三 原 色 （ 赤 、 緑 、 青
） な ど の 基 本 色 の い ず れ か 一 つ の 光 を 固 有 に 放 出 す る 有 機 物 質 を 含 む 。 発 光 層 に は 、 そ の
有 機 物 質 の 他 に 、 無 機 物 質 が 混 合 さ れ て い て も 良 い 。 有 機 物 質 は 、 低 分 子 物 質 と 高 分 子 物
質 と の 二 種 類 に 大 別 さ れ る 。 低 分 子 物 質 に は 、 Alq3（ ト リ ス （ 8－ ヒ ド ロ キ シ キ ノ リ ノ ラ
ト ） ア ル ミ ニ ウ ム 錯 体 ） や BeBq2（ ビ ス （ ベ ン ゾ キ ノ リ ト ラ ト ） ベ リ リ ウ ム 錯 体 ） な ど の
金 属 錯 体 、 ロ ダ ミ ン Ｂ 、 フ ル オ レ セ イ ン 、 ピ レ ン 、 DPVBi（ 4， 4’ － bis（ 2， 2’ － diphen
ylethen－ 1－ yl） － diphenyl） 、 ペ ン タ セ ン 、 及 び ル ブ レ ン な ど が 含 ま れ る 。 低 分 子 物 質
か ら 成 る 発 光 層 で は 、 約 1％ ～ 5％ の ド ー パ ン ト を 更 に 添 加 す る こ と に よ り 、 発 光 効 率 を 向
上 さ せ る こ と が で き る 。 高 分 子 物 質 に は 、 ポ リ フ ル オ レ ン 誘 導 体 、 （ ポ リ ） パ ラ フ ェ ニ レ
ン ビ ニ レ ン 誘 導 体 、 ポ リ フ ェ ニ レ ン 誘 導 体 、 ポ リ ビ ニ ル カ ル バ ゾ ー ル 、 及 び ポ リ チ オ フ ェ
ン 誘 導 体 が 含 ま れ る 。 更 に 、 そ れ ら の 高 分 子 物 質 に 、 ペ リ レ ン 系 色 素 、 ク マ リ ン 系 色 素 、
ロ ダ ミ ン 系 色 素 、 ル ブ レ ン 、 ペ リ レ ン 、 9， 10－ ジ フ ェ ニ ル ア ン ト ラ セ ン 、 テ ト ラ フ ェ ニ
ル ブ タ ジ エ ン 、 ナ イ ル レ ッ ド 、 ク マ リ ン 、 キ ナ ク リ ド ン な ど が ド ー ピ ン グ さ れ て い て も 良
い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 付 帯 層 に は 、 電 子 及 び 正 孔 を 発 光 層 に ス ム ー ズ に 移 動 さ せ る た め の 電 子 輸 送 層 及 び 正 孔
輸 送 層 、 各 電 極 191、 270か ら 電 子 及 び 正 孔 を ス ム ー ズ に 受 け 入 れ る た め の 電 子 注 入 層 及 び
正 孔 注 入 層 な ど が あ る 。 正 孔 輸 送 層 及 び 正 孔 注 入 層 の 各 仕 事 関 数 は 、 画 素 電 極 191の 仕 事
関 数 と 発 光 層 の 仕 事 関 数 と の 中 間 程 度 で あ る 。 電 子 輸 送 層 及 び 電 子 注 入 層 の 各 仕 事 関 数 は
、 共 通 電 極 270の 仕 事 関 数 と 発 光 層 の 仕 事 関 数 と の 中 間 程 度 で あ る 。 正 孔 輸 送 層 ま た は 正
孔 注 入 層 と し て は 好 ま し く は 、 ポ リ エ チ レ ン ジ オ キ シ チ オ フ ェ ン （ （ poly－ （ 3， 4－ ethy
lenedioxythiophene） 、 Ｐ Ｅ Ｄ Ｏ Ｔ ） と ポ リ ス チ レ ン ス ル ホ ン 酸 （ polystyrene sulfonat
e、 Ｐ Ｓ Ｓ ） の 混 合 物 な ど を 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 1に 示 し た 線 状 発 光 体 390の シ ェ ル 構 造 は 、 外 側 か ら 順 に 、 画 素 電 極 191、 有 機 発 光 部
材 370、 及 び 共 通 電 極 270を 含 む 。 尚 、 そ の 順 序 が 反 対 、 す な わ ち 、 共 通 電 極 270、 有 機 発
光 部 材 370、 及 び 画 素 電 極 191の 順 で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 画 素 電 極 191と 共 通 電 極 270と の
い ず れ が カ ソ ー ド と し て 利 用 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 1に 示 し た 線 状 発 光 体 390は ナ ノ ワ イ ヤ ー で あ る 。 す な わ ち 、 中 心 部 が （ 内 部 の 詰 ま っ
た ） 棒 状 の コ ア を 含 み 、 周 辺 部 に あ る 発 光 部 材 と 外 側 の 電 極 （ 図 1で は 画 素 電 極 191） が そ
の コ ア を 囲 ん で い る 。 そ の 場 合 、 内 側 の 電 極 （ 図 1で は 共 通 電 極 270） は コ ア に 配 置 さ れ て
い る 。
　 そ の 他 に 、 線 状 発 光 体 390が ナ ノ チ ュ ー ブ で あ っ て も 良 い 。 す な わ ち 、 中 心 部 が 、 中 心
軸 に 沿 っ て 延 び る 中 空 部 を 含 み 、 内 側 の 電 極 （ 図 1で は 共 通 電 極 270） が そ の 中 空 部 を 囲 み
、 周 辺 部 に あ る 発 光 部 材 と 外 側 の 電 極 （ 図 1で は 画 素 電 極 191） と が 内 側 の 電 極 を 更 に 囲 ん
で い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 図 2A～ 図 2Gを 参 照 し な が ら 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造
方 法 の 各 工 程 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
　 第 １ 工 程 で は 、 図 2Aに 示 し た よ う な 鋳 型 10を 準 備 す る 。 そ の 鋳 型 10に は 複 数 の 孔 11aが
形 成 さ れ て い る 。 孔 11aは 好 ま し く は 円 形 で あ り 、 直 径 d1が 約 200nm以 下 で あ り 、 深 さ d2が
数 十 μ m～ 数 百 μ m程 度 で あ る 。 鋳 型 10は 好 ま し く は 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら 成 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ２ 工 程 で は 、 図 2Bに 示 し た よ う に 、 光 透 過 性 を 持 つ 導 電 物 質 （ 好 ま し く は Ｉ Ｔ Ｏ ） を
鋳 型 10の 孔 11aの 中 に 気 相 蒸 着 す る 。 そ れ に よ り 、 孔 11aの 中 に 画 素 電 極 191を 形 成 す る 。
こ こ で 、 気 相 蒸 着 は ス パ ッ タ リ ン グ ま た は 熱 蒸 着 で あ る 。 好 ま し く は 熱 蒸 着 を 用 い 、 孔 11
aの 内 壁 の 損 傷 を 減 少 さ せ る 。 画 素 電 極 191は 孔 11aの 内 壁 に 沿 っ て 形 成 さ れ る の で 管 状 で
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あ る 。 特 に 画 素 電 極 191の 孔 11bの 大 き さ が 、 鋳 型 10の 孔 11aよ り 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ３ 工 程 で は 、 図 2Cに 示 し た よ う に 、 画 素 電 極 191の 孔 11bの 中 に 重 合 開 始 剤 12を 供 給 す
る 。 好 ま し く は 、 鋳 型 10を 重 合 開 始 剤 12の 溶 液 に 浸 漬 し た 後 で 乾 燥 さ せ る こ と に よ り 、 画
素 電 極 191の 孔 11bの 内 壁 に 重 合 開 始 剤 12を 付 着 さ せ る 。 そ の 他 に 、 重 合 開 始 剤 12を 気 相 成
長 法 で 画 素 電 極 191の 孔 11bの 内 壁 に 付 着 さ せ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 ４ 工 程 で は 、 図 2Dに 示 し た よ う に 、 ま ず 、 鋳 型 10を 真 空 チ ャ ン バ ー 13の 内 部 に 閉 じ 込
め る 。 こ こ で 、 真 空 度 は 好 ま し く は 、 10－ 2 Torr以 下 で あ る 。 次 に 、 気 相 の 単 量 体 （ モ ノ
マ ー ） 370aを 真 空 チ ャ ン バ ー 13の 内 部 に 供 給 す る 。 こ こ で 、 単 量 体 370aが 常 温 で は 液 体 ま
た は 固 体 で あ る 場 合 、 減 圧 や 加 熱 に よ っ て 気 化 ま た は 昇 華 さ せ る 。 単 量 体 370aは 好 ま し く
は 、 ピ ロ ー ル 、 ア ニ リ ン 、 及 び チ オ フ ェ ン で あ る 。 単 量 体 370aは 画 素 電 極 191の 孔 11bに 侵
入 し 、 重 合 開 始 剤 12と 接 触 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ５ 工 程 で は 、 図 2Eに 示 し た よ う に 、 真 空 チ ャ ン バ ー 13の 内 部 で 鋳 型 10を 加 熱 し 、 画 素
電 極 191の 孔 11bの 内 壁 の 上 で 単 量 体 370aに ラ ジ カ ル 重 合 ま た は 酸 化 還 元 重 合 を 開 始 さ せ る
。 こ こ で 、 単 量 体 370aに ラ ジ カ ル 重 合 を 行 わ せ る 場 合 、 重 合 開 始 剤 12と し て は 好 ま し く は
、 Ａ Ｉ Ｂ Ｎ 、 Ｂ Ｐ Ｏ 、 Ｃ Ａ Ｎ が 用 い ら れ 、 酸 化 還 元 重 合 を 行 わ せ る 場 合 、 重 合 開 始 剤 12と
し て は 好 ま し く は 、 塩 化 鉄 ま た は 過 酸 化 水 素 が 用 い ら れ る 。 更 に 、 鋳 型 10の 温 度 は 単 量 体
370aの 種 類 に 応 じ 、 約 50℃ ～ 200℃ に 設 定 さ れ る 。 こ う し て 、 単 量 体 370aを 重 合 さ せ る こ
と に よ り 、 画 素 電 極 191の 孔 11bの 内 壁 に 、 高 分 子 か ら 成 る 有 機 発 光 部 材 370を 形 成 す る 。
有 機 発 光 部 材 370は 、 画 素 電 極 191の 孔 11bの 内 壁 に 沿 っ て 形 成 さ れ る の で 管 状 で あ る 。 特
に 有 機 発 光 部 材 370の 孔 11cが 画 素 電 極 191の 孔 11bよ り 小 さ い 。 有 機 発 光 部 材 370を 構 成 す
る 高 分 子 は 、 単 量 体 370aの 種 類 に 応 じ 、 ポ リ ピ ロ ー ル 、 ポ リ ア ニ リ ン 、 及 び ポ リ チ オ フ ェ
ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ６ 工 程 で は 、 図 2Fに 示 し た よ う に 、 有 機 発 光 部 材 370の 孔 11cの 中 に 導 電 体 を 気 相 蒸 着
す る 。 そ れ に よ り 、 孔 11cの 中 に 共 通 電 極 270を 形 成 す る 。 こ こ で 、 気 相 蒸 着 は ス パ ッ タ リ
ン グ ま た は 熱 蒸 着 で あ る 。 共 通 電 極 270は 有 機 発 光 部 材 370の 孔 11cの 内 壁 に 沿 っ て 形 成 さ
れ る 。 こ こ で 、 有 機 発 光 部 材 370の 孔 11cの 内 部 に 、 中 心 軸 に 沿 っ て 延 び る 空 間 を 残 せ ば 、
共 通 電 極 270が 管 状 に 形 成 さ れ る 。 一 方 、 図 2Fに 示 し た よ う に 、 有 機 発 光 部 材 370の 孔 11c
を 導 電 体 の 蒸 着 膜 で 完 全 に 塞 げ ば 、 共 通 電 極 270が 内 部 の 詰 ま っ た 棒 状 の コ ア と し て 形 成
さ れ る 。
　 以 上 の 工 程 に よ り 、 二 つ の 電 極 191、 270、 及 び そ れ ら の 間 に 挟 ま れ た 有 機 発 光 部 材 370
か ら 成 る 、 線 状 発 光 体 の シ ェ ル 構 造 が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ７ 工 程 で は 、 図 2Gに 示 し た よ う に 、 鋳 型 10か ら 線 状 発 光 体 390を 分 離 す る 。 こ こ で 、
鋳 型 10が 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム か ら 成 る 場 合 、 鋳 型 10を 塩 酸 ま た は 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム で エ ッ チ
ン グ し て 除 去 で き る 。 尚 、 必 要 に 応 じ て 第 ７ 工 程 を 省 略 し 、 孔 11aに 線 状 発 光 体 390が 挿 入
さ れ た 状 態 の 鋳 型 10そ の も の を 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド と し て 使 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 の 実 施 例 で は 、 有 機 発 光 部 材 370が 、 気 相 重 合 で 形 成 さ れ た 高 分 子 物 質 を 含 む 。 そ
の 他 に 、 有 機 発 光 部 材 370が 、 熱 蒸 着 等 の 気 相 蒸 着 で 形 成 さ れ た 低 分 子 物 質 を 含 ん で も 良
い 。
　 ま た 、 上 記 の 実 施 例 で は 、 有 機 発 光 部 材 370が 単 層 で あ る 。 そ の 他 に 、 有 機 発 光 部 材 370
が 上 記 の 付 帯 層 を さ ら に 含 ん で も 良 い 。 そ の 場 合 、 画 素 電 極 191を 形 成 す る 段 階 （ 第 ２ 工
程 ） の 後 、 ま た は 、 共 通 電 極 270を 形 成 す る 段 階 （ 第 ６ 工 程 ） の 前 に 、 上 記 の 付 帯 層 を 形
成 す る 。
　 こ の よ う に 線 状 発 光 体 390を 気 相 成 長 法 （ 気 相 重 合 ま た は 気 相 蒸 着 ） で 形 成 す る 場 合 、
液 相 成 長 法 と は 異 な り 、 溶 媒 が 不 要 で あ る の で 、 完 成 後 に 溶 媒 を 回 収 す る 工 程 が 不 要 で あ
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る 。 ま た 、 重 合 条 件 や 蒸 着 条 件 に よ っ て 各 層 の 厚 さ を 容 易 に 調 節 で き る の で 、 線 状 発 光 体
390に 含 ま れ る 各 層 の 表 面 や 界 面 を 更 に 均 一 化 で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 、 上 記 の 線 状 発 光 体 390を 含 む 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク
ス 方 式 の 有 機 発 光 表 示 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 3は 、 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 画 素 の 等 価 回 路 図 で あ る 。 図 3に 示
さ れ て い る よ う に 、 こ の 有 機 発 光 表 示 装 置 は 、 複 数 の 信 号 線 121、 171、 172、 及 び 、 そ れ
ら に 連 結 さ れ 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 PXを 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 信 号 線 は 、 ゲ ー ト 信 号 （ ま た は 走 査 信 号 ） を 伝 達 す る 複 数 の ゲ ー ト 線 121、 デ ー タ 信 号
を 伝 達 す る 複 数 の デ ー タ 線 171、 及 び 駆 動 電 圧 を 伝 達 す る 複 数 の 駆 動 電 圧 線 172を 含 む 。 ゲ
ー ト 線 121は 、 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 行 方 向 に 延 び 、 互 い に ほ ぼ 平 行 で あ る 。 デ ー タ 線 171及
び 駆 動 電 圧 線 172は 画 素 マ ト リ ッ ク ス の 列 方 向 に 延 び 、 互 い に ほ ぼ 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 各 画 素 PXは 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qs、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qd、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ
タ Cst、 及 び 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド LDを 含 む 。
　 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsの 制 御 端 子 は ゲ ー ト 線 121に 連 結 さ れ 、 入 力 端 子 は デ ー タ
線 171に 連 結 さ れ 、 出 力 端 子 は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 に 連 結 さ れ て い る 。 ス イ ッ
チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsは 、 ゲ ー ト 線 121か ら 制 御 端 子 に 伝 達 さ れ る ゲ ー ト 信 号 に 応 じ て オ
ン オ フ し 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 に 対 す る デ ー タ 信 号 の 伝 達 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 は ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsの 出 力 端 子 に 連 結 さ れ 、
入 力 端 子 は 駆 動 電 圧 線 172に 連 結 さ れ 、 出 力 端 子 は 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド LDの ア ノ ー ド に 連
結 さ れ て い る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 入 力 端 子 と 出 力 端 子 と の 間 を 流 れ る 出 力 電 流 ILDは
、 制 御 端 子 と 出 力 端 子 と の 間 に 対 し て 印 加 さ れ る 電 圧 に 応 じ て 大 き さ が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstは 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 と 入 力 端 子 と の 間 に 連 結 さ
れ て い る 。 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstは 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 に 対 す る ゲ ー ト
信 号 の 印 加 に よ っ て 充 電 さ れ 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsが タ ー ン オ フ し た 後 も 、 駆 動
ト ラ ン ジ ス タ Qdの 制 御 端 子 と 入 力 端 子 と の 間 の 電 圧 を デ ー タ 信 号 と 駆 動 電 圧 と の 間 の 差 に
等 し く 維 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド LDの ア ノ ー ド は 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 出 力 端 子 に 連 結 さ れ 、 カ ソ ー
ド は 共 通 電 圧 Vssに 維 持 さ れ て い る 。 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド LDは 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 出
力 電 流 ILDに 応 じ た 輝 度 で 発 光 す る 。 デ ー タ 信 号 に よ り 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 出 力 電 流 ILD
を 画 素 ご と に 調 節 す れ ば 、 各 画 素 を 所 望 の 輝 度 で 発 光 さ せ 得 る 。 こ う し て 、 画 面 に 所 望 の
画 像 が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qs及 び 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdは 好 ま し く は ｎ チ ャ ン ネ ル 電 界 効
果 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｆ Ｅ Ｔ ） で あ る 。 そ の 他 に 、 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qs及 び 駆 動 ト ラ
ン ジ ス タ Qdの 少 な く と も 一 つ が pチ ャ ン ネ ル 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ で あ っ て も 良 い 。 そ の
場 合 、 各 ト ラ ン ジ ス タ Qs、 Qd、 ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cst、 及 び 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド LDの
間 の 配 線 は 適 切 に 変 更 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 、 図 3に 示 し た 有 機 発 光 表 示 装 置 の 詳 細 な 構 造 に つ い て 、 図 3～ 図 6Bを 参 照 し な が ら
詳 細 に 説 明 す る 。 図 4は 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 平 面 図 で あ る 。 図 5は
、 図 4に 示 さ れ て い る 折 線 V－ Vに 沿 っ た 断 面 の 展 開 図 で あ る 。 図 6A及 び 図 6Bは 、 図 5に 示 さ
れ て い る 破 線 部 Aの 構 造 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 絶 縁 基 板 110の 上 に 複 数 の ゲ ー ト 導 電 体 が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 絶 縁 基 板 110は 好 ま
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し く は 透 明 な ガ ラ ス ま た は プ ラ ス チ ッ ク か ら 成 る 。 ゲ ー ト 導 電 体 は 、 第 １ 制 御 電 極 124aを
含 む 複 数 の ゲ ー ト 線 121、 第 ２ 制 御 電 極 124b、 及 び 維 持 電 極 127を 有 す る 。
　 ゲ ー ト 線 121は 主 に 行 方 向 （ 図 4で は 横 方 向 ） に 延 び て い る 。 各 ゲ ー ト 線 121は 、 他 の 層
ま た は 外 部 の ゲ ー ト 駆 動 回 路 と の 接 続 の た め に 面 積 が 広 い 端 部 129を 含 む 。 第 １ 制 御 電 極 1
24aは 図 4で は 、 ゲ ー ト 線 121か ら 上 に 延 び て い る 。 ゲ ー ト 信 号 を 生 成 す る ゲ ー ト 駆 動 回 路
（ 図 示 せ ず ） が 絶 縁 基 板 110の 上 に 集 積 化 さ れ て い る 場 合 、 ゲ ー ト 線 121が ゲ ー ト 駆 動 回 路
に 直 結 さ れ て も 良 い 。
　 第 ２ 制 御 電 極 124bと 維 持 電 極 127と は そ れ ぞ れ 、 各 画 素 に 一 つ ず つ 設 け ら れ 、 ゲ ー ト 線 1
21か ら は 分 離 さ れ て い る 。 第 ２ 制 御 電 極 124bの 一 端 （ 図 4で は 下 端 ） は 維 持 電 極 127の 一 端
（ 図 4で は 下 端 ） に 連 結 さ れ て い る 。 維 持 電 極 127は 列 方 向 （ 図 4で は 縦 方 向 ） に 長 く 延 び
て い る 。
　 ゲ ー ト 導 電 体 121、 124b、 127は 好 ま し く は 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Al） や ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 な
ど の ア ル ミ ニ ウ ム 系 金 属 、 銀 （ Ag） や 銀 合 金 な ど の 銀 系 金 属 、 銅 （ Cu） や 銅 合 金 な ど の 銅
系 金 属 、 モ リ ブ デ ン （ Mo） や モ リ ブ デ ン 合 金 な ど の モ リ ブ デ ン 系 金 属 、 ク ロ ム （ Cr） 、 タ
ン タ ル （ Ta） 、 ま た は チ タ ニ ウ ム （ Ti） か ら 成 る 。 更 に 、 ゲ ー ト 導 電 体 121、 124b、 127が
、 物 理 的 性 質 の 異 な る 二 つ の 導 電 膜 を 含 む 多 重 膜 で あ っ て 良 い 。
　 ゲ ー ト 導 電 体 121、 124b、 127の 各 側 面 は 好 ま し く は 絶 縁 基 板 110の 表 面 に 対 し て 傾 き 、
そ の 傾 斜 角 が 約 30度 ～ 約 80度 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ゲ ー ト 導 電 体 121、 124b、 127の 上 に は 、 窒 化 ケ イ 素 （ SiNx） ま た は 酸 化 ケ イ 素 （ SiOx）
か ら 成 る ゲ ー ト 絶 縁 膜 140が 形 成 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は 、 水 素 化 非 晶 質 シ
リ コ ン （ a－ Si： H） ま た は 多 結 晶 シ リ コ ン か ら 成 る 複 数 の 第 １ 半 導 体 154a及 び 複 数 の 第 ２
半 導 体 154bが 形 成 さ れ て い る 。 第 １ 半 導 体 154aは 第 １ 制 御 電 極 124aの 上 に 位 置 し 、 第 ２ 半
導 体 154bは 第 ２ 制 御 電 極 124bの 上 に 位 置 す る 。 第 １ 半 導 体 154aの 上 に は 第 １ 抵 抗 性 接 触 部
材 163a、 165aの 対 が 形 成 さ れ 、 第 ２ 半 導 体 154bの 上 に は 第 ２ 抵 抗 性 接 触 部 材 163b、 165bの
対 が 形 成 さ れ て い る 。 各 抵 抗 性 接 触 部 材 163a、 163b、 165a、 165bは 島 形 で あ り 、 リ ン （ P
） な ど の ｎ 型 不 純 物 が 高 濃 度 に ド ー ピ ン グ さ れ て い る ｎ ＋ 水 素 化 非 晶 質 シ リ コ ン 、 ま た は
シ リ サ イ ド か ら 成 る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 抵 抗 性 接 触 部 材 163a、 163b、 165a、 165b、 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に は 複 数 の デ ー タ
導 電 体 が 形 成 さ れ て い る 。 デ ー タ 導 電 体 は 、 複 数 の デ ー タ 線 171、 複 数 の 駆 動 電 圧 線 172、
複 数 の 第 １ 出 力 電 極 175a、 及 び 複 数 の 第 ２ 出 力 電 極 175bを 含 む 。
　 デ ー タ 線 171は 主 に 列 方 向 （ 図 4で は 縦 方 向 ） に 延 び て ゲ ー ト 線 121と 交 差 す る 。 各 デ ー
タ 線 171は 、 画 素 ご と に 第 １ 制 御 電 極 124aに 向 か っ て 延 び て い る 複 数 の 第 １ 入 力 電 極 173a
を 含 み 、 他 の 層 ま た は 外 部 の デ ー タ 駆 動 回 路 と の 接 続 の た め に 面 積 が 広 い 端 部 179を 含 む
。 デ ー タ 信 号 を 生 成 す る デ ー タ 駆 動 回 路 （ 図 示 せ ず ） が 絶 縁 基 板 110の 上 に 集 積 化 さ れ て
い る 場 合 、 デ ー タ 線 171が デ ー タ 駆 動 回 路 に 直 結 さ れ て も 良 い 。
　 駆 動 電 圧 線 172は 主 に 列 方 向 （ 図 4で は 縦 方 向 ） に 延 び て ゲ ー ト 線 121と 交 差 す る 。 各 駆
動 電 圧 線 172は 、 画 素 ご と に 第 ２ 制 御 電 極 124bに 向 か っ て 延 び て い る 複 数 の 第 ２ 入 力 電 極 1
73bを 含 む 。 駆 動 電 圧 線 172は 更 に 、 維 持 電 極 127と 重 な っ て い る 。
　 第 １ 出 力 電 極 175aと 第 ２ 出 力 電 極 175bと は 各 画 素 に 一 つ ず つ 設 け ら れ 、 互 い に 分 離 さ れ
、 デ ー タ 線 171及 び 駆 動 電 圧 線 172か ら も 分 離 さ れ て い る 。 第 １ 入 力 電 極 173a及 び 第 １ 出 力
電 極 175aは 第 １ 制 御 電 極 124aの 上 方 で 互 い に 対 向 し 、 第 ２ 入 力 電 極 173b及 び 第 ２ 出 力 電 極
175bは 第 ２ 制 御 電 極 124bの 上 方 で 互 い に 対 向 し て い る 。
　 デ ー タ 導 電 体 171、 172、 175a、 175bは 好 ま し く は 、 モ リ ブ デ ン 、 ク ロ ム 、 タ ン タ ル 、 若
し く は チ タ ニ ウ ム な ど の 耐 熱 性 金 属 、 ま た は そ れ ら の 合 金 か ら 成 る 。 そ れ ら が 更 に 、 耐 熱
性 金 属 膜 と 低 抵 抗 の 導 電 膜 と を 含 む 多 重 膜 で あ っ て も 良 い 。
　 ゲ ー ト 導 電 体 121、 124bと 同 様 に 、 デ ー タ 導 電 体 171、 172、 175a、 175bの 各 側 面 も 絶 縁
基 板 110の 表 面 に 対 し て 傾 き 、 そ の 傾 斜 角 は 好 ま し く は 約 30度 ～ 80度 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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　 デ ー タ 導 電 体 171、 172、 175a、 175b、 半 導 体 154a、 154bの 露 出 部 分 、 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜
140の 上 に は 保 護 膜 180が 形 成 さ れ て い る 。 保 護 膜 180は 無 機 絶 縁 物 ま た は 有 機 絶 縁 物 か ら
成 り 、 表 面 が 平 坦 で あ る 。 無 機 絶 縁 物 の 例 と し て は 、 窒 化 ケ イ 素 （ SiNx） 及 び 酸 化 ケ イ 素
（ SiO 2 ） が あ り 、 有 機 絶 縁 物 の 例 と し て は 、 ポ リ ア ク リ ル 系 化 合 物 が あ る 。 保 護 膜 180は
、 無 機 膜 及 び 有 機 膜 の 二 重 膜 で あ っ て も 良 い 。
　 保 護 膜 180に は 複 数 の 接 触 孔 182、 185a、 185bが 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ が 順 に 、 デ ー タ 線 17
1の 端 部 179、 第 １ 出 力 電 極 175a、 及 び 第 ２ 出 力 電 極 175bを 露 出 さ せ て い る 。 保 護 膜 180及
び ゲ ー ト 絶 縁 膜 140に は 複 数 の 接 触 孔 181、 184が 形 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ が ゲ ー ト 線 121の 端 部
129及 び 第 ２ 入 力 電 極 124bを 露 出 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 保 護 膜 180の 上 に は 、 複 数 の 下 部 導 電 体 190、 複 数 の 連 結 部 材 85、 及 び 複 数 の 接 触 補 助 部
材 81、 82が 形 成 さ れ て い る 。 下 部 導 電 体 190は 各 画 素 を 一 つ ず つ 覆 い 、 接 触 孔 185bを 通 じ
て 第 ２ 出 力 電 極 175bに 物 理 的 か つ 電 気 的 に 連 結 さ れ て い る 。 連 結 部 材 85は 、 接 触 孔 184を
通 じ て 第 ２ 制 御 電 極 124bに 連 結 さ れ 、 接 触 孔 185aを 通 じ て 第 １ 出 力 電 極 175aに 連 結 さ れ て
い る 。 接 触 補 助 部 材 81は 接 触 孔 181を 通 じ て ゲ ー ト 線 121の 端 部 129に 連 結 さ れ 、 接 触 補 助
部 材 82は 接 触 孔 182を 通 じ て デ ー タ 線 171の 端 部 179に 連 結 さ れ て い る 。 接 触 補 助 部 材 81／ 8
2は 、 ゲ ー ト 線 121の 端 部 129／ デ ー タ 線 171の 端 部 179と 外 部 装 置 と の 間 の 接 着 を 補 完 す る
と 共 に 、 各 接 着 部 を 保 護 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 下 部 導 電 体 190の 上 に は 複 数 の 線 状 発 光 体 390が 形 成 さ れ 、 各 画 素 の 発 光 領 域 を 構 成 し て
い る 。 好 ま し く は 、 複 数 の 線 状 発 光 体 390が 一 方 向 （ 図 4で は 横 方 向 ） に 対 し て 平 行 に 配 列
さ れ て い る 。 そ の 他 に 、 複 数 の 線 状 発 光 体 390が ラ ン ダ ム な 方 向 で 絶 縁 膜 400の 開 口 部 401
の 内 側 に 充 填 さ れ て い て も 良 い 。 更 に 、 一 本 ま た は 一 束 の 線 状 発 光 体 390で 各 画 素 の 発 光
領 域 を 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 線 状 発 光 体 390は 図 2A～ 2Gに 示 さ れ て い る 工 程 で 製 造 さ れ た も の で あ り 、 図 1、 6Aに 示 さ
れ て い る よ う に 、 共 通 電 極 270、 画 素 電 極 191、 及 び 、 そ れ ら の 間 に 挟 ま れ て い る 有 機 発 光
部 材 370が シ ェ ル 構 造 を 成 し て い る 。 線 状 発 光 体 390を 図 4、 5に 示 さ れ て い る よ う に 画 素 に
搭 載 す る 場 合 、 好 ま し く は 図 6Aに 示 し た よ う に 、 共 通 電 極 270の 一 端 271を 線 状 発 光 体 390
の 一 端 か ら 外 に 突 出 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 保 護 膜 180、 下 部 導 電 体 190、 連 結 部 材 85、 及 び 線 状 発 光 体 390の 上 に は 、 絶 縁 膜 400が 形
成 さ れ て い る 。 絶 縁 膜 400は 好 ま し く は 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ イ ミ ド 樹 脂 な ど の 耐 熱 性 及
び 耐 溶 媒 性 を 示 す 有 機 絶 縁 物 、 ま た は 、 酸 化 ケ イ 素 （ SiO 2 ） 、 酸 化 チ タ ン （ TiO 2 ） な ど の
無 機 絶 縁 物 か ら 成 る 。 絶 縁 膜 400が 二 層 以 上 の 多 層 膜 で あ っ て も 良 い 。 絶 縁 膜 400は ま た 、
黒 色 顔 料 を 含 む 感 光 物 質 か ら 形 成 さ れ て も 良 い 。 そ の 場 合 、 絶 縁 膜 400は 遮 光 部 材 の 役 割
を 果 た す と 共 に 、 簡 単 に 形 成 可 能 で あ る 。
　 絶 縁 膜 400は 画 素 ご と に 開 口 部 401を 含 む 。 開 口 部 401は 好 ま し く は 列 方 向 （ 図 4で は 縦 方
向 ） に 細 長 く 延 び て い る 。 図 6Aに 示 さ れ て い る 線 状 発 光 体 390の 一 端 か ら 突 出 し た 共 通 電
極 270の 端 部 271は 、 図 6Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 絶 縁 膜 400の 開 口 部 401か ら 露 出 し て い る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 絶 縁 膜 400の 上 に は 上 部 導 電 体 410が 形 成 さ れ て い る 。 上 部 導 電 体 410は 特 に 、 絶 縁 膜 400
の 開 口 部 401を 通 じ 、 各 線 状 発 光 体 390の 共 通 電 極 270の 突 出 し た 端 部 271に 接 触 し て い る 。
上 部 導 電 体 410に 対 し て は 外 部 か ら 共 通 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 そ れ に よ り 、 共 通 電 圧 が 開 口
部 401を 通 じ て 共 通 電 極 270に 伝 達 さ れ る 。
　 線 状 発 光 体 390の 画 素 電 極 191は 、 図 6Bに 示 さ れ て い る よ う に 、 絶 縁 膜 400に よ っ て 上 部
導 電 体 410か ら は 絶 縁 さ れ る 一 方 、 下 部 導 電 体 190と の 接 触 に よ り 、 下 部 導 電 体 190を 通 じ
て 第 ２ 出 力 電 極 175bに 物 理 的 か つ 電 気 的 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
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　 各 画 素 で は 、 ゲ ー ト 線 121に 連 結 さ れ て い る 第 １ 制 御 電 極 124a、 デ ー タ 線 171に 連 結 さ れ
て い る 第 １ 入 力 電 極 173a、 及 び 第 １ 出 力 電 極 175aが 、 第 １ 半 導 体 154aと 共 に 、 ス イ ッ チ ン
グ ト ラ ン ジ ス タ Qsを 構 成 し て い る 。 ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsの チ ャ ン ネ ル は 、 第 １ 入
力 電 極 173aと 第 １ 出 力 電 極 175aと の 間 か ら 露 出 し て い る 第 １ 半 導 体 154aの 部 分 に 形 成 さ れ
る 。 一 方 、 第 １ 出 力 電 極 175aに 連 結 さ れ て い る 第 ２ 制 御 電 極 124b、 駆 動 電 圧 線 172に 連 結
さ れ て い る 第 ２ 入 力 電 極 173b、 及 び 画 素 電 極 191に 連 結 さ れ て い る 第 ２ 出 力 電 極 175bは 、
第 ２ 半 導 体 154bと 共 に 、 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdを 構 成 し て い る 。 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの チ ャ
ン ネ ル は 、 第 ２ 入 力 電 極 173bと 第 ２ 出 力 電 極 175bと の 間 か ら 露 出 し て い る 第 ２ 半 導 体 154b
の 部 分 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 記 の 実 施 例 で は 、 各 画 素 が ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ Qsと 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdと を 一
つ ず つ 含 む 。 各 画 素 が そ の 他 に 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド LD及 び 駆 動 ト ラ ン ジ ス タ Qdの 劣 化 防
止 ／ 補 償 用 の 回 路 と し て 、 別 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 含 ん で い て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 各 画 素 に 含 ま れ て い る 複 数 の 線 状 発 光 体 390が 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド LDを 構 成 し て い る 。
こ こ で 、 画 素 電 極 191と 共 通 電 極 270と の い ず れ か 一 方 が ア ノ ー ド で あ り 、 他 方 が カ ソ ー ド
で あ る 。 各 画 素 で は ま た 、 互 い に 重 な っ て い る 維 持 電 極 127と 駆 動 電 圧 線 172の 部 分 と が ス
ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ Cstを 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 上 記 の 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 で は 、 各 画 素 の 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド が 複
数 の 微 細 な 線 状 発 光 体 390か ら 構 成 さ れ て い る 。 従 来 の フ ォ ト エ ッ チ ン グ に よ る 発 光 部 材
と は 異 な り 、 線 状 発 光 体 390は 微 細 化 が 容 易 で あ り 、 特 に ナ ノ サ イ ズ に 形 成 可 能 で あ る 。
従 っ て 、 線 状 発 光 体 390の 本 数 や 配 置 の 変 更 に よ り 、 画 素 の 更 な る 微 細 化 が 容 易 に 実 現 可
能 で あ る 。 こ う し て 、 本 発 明 の 上 記 の 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 は 従 来 の 表 示 装 置 よ
り 画 面 の 解 像 度 の 向 上 が 容 易 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 尚 、 半 導 体 154a、 154bが 多 結 晶 シ リ コ ン で あ る 場 合 、 半 導 体 154a、 154bに は 好 ま し く は
、 制 御 電 極 124a、 124bと 対 向 す る 領 域 に 真 性 領 域 が 形 成 さ れ 、 そ の 両 側 に 一 対 の 不 純 物 領
域 が 形 成 さ れ て い る 。 不 純 物 領 域 の 一 方 は 入 力 電 極 173a、 173bに 電 気 的 に 連 結 さ れ 、 他 方
は 出 力 電 極 175a、 175bに 電 気 的 に 連 結 さ れ て い る 。 そ の 場 合 、 抵 抗 性 接 触 部 材 163a、 163b
、 165a、 165bは 省 略 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 の 実 施 例 と は 異 な り 、 制 御 電 極 124a、 124bを 半 導 体 154a、 154bの 上 に 形 成 し て も 良
い 。 そ の 場 合 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140は 半 導 体 154a、 154bを 覆 い 、 そ の ゲ ー ト 絶 縁 膜 140の 上 に
制 御 電 極 124a、 124bが 形 成 さ れ る 。 更 に 、 デ ー タ 導 電 体 171、 172、 173b、 175bは ゲ ー ト 絶
縁 膜 140の 上 に 形 成 さ れ る の で 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 140に 接 触 孔 を 形 成 し 、 そ の 接 触 孔 を 通 じ て
半 導 体 154a、 154bに 電 気 的 に 連 結 さ れ る 。 そ の 他 に 、 デ ー タ 導 電 体 171、 172、 173b、 175b
を 半 導 体 154a、 154bの 下 地 に 形 成 し 、 そ の 上 の 半 導 体 154a、 154bに 電 気 的 に 連 結 さ れ て も
良 い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 詳 細 に 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲
は そ れ ら の 実 施 例 に は 限 定 さ れ な い 。 特 許 請 求 の 範 囲 で 定 義 さ れ て い る 本 発 明 の 基 本 概 念
を 利 用 し た 、 当 業 者 に よ る 多 様 な 変 形 及 び 改 良 形 態 も 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 概 略 を 示 す 模 式 図
【 図 ２ Ａ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 の 第 １ 工 程 の 概 略 を 示
す 模 式 図
【 図 ２ Ｂ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 の 第 ２ 工 程 の 概 略 を 示
す 模 式 図
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【 図 ２ Ｃ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 の 第 ３ 工 程 の 概 略 を 示
す 模 式 図
【 図 ２ Ｄ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 の 第 ４ 工 程 の 概 略 を 示
す 模 式 図
【 図 ２ Ｅ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 の 第 ５ 工 程 の 概 略 を 示
す 模 式 図
【 図 ２ Ｆ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 の 第 ６ 工 程 の 概 略 を 示
す 模 式 図
【 図 ２ Ｇ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド の 製 造 方 法 の 第 ７ 工 程 の 概 略 を 示
す 模 式 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 画 素 の 等 価 回 路 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 の 平 面 図
【 図 ５ 】 図 4に 示 さ れ て い る 折 線 V－ Vに 沿 っ た 断 面 の 展 開 図
【 図 ６ Ａ 】 図 5に 示 さ れ て い る 線 状 発 光 体 390の 拡 大 斜 視 図
【 図 ６ Ｂ 】 図 5に 示 さ れ て い る 破 線 部 Aの 概 略 を 示 す 模 式 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
10  鋳 型
11a、 11b、 11c  孔
12  重 合 開 始 剤
13  真 空 チ ャ ン バ ー
110  絶 縁 基 板
121  ゲ ー ト 線
124a  第 １ 制 御 電 極
124b  第 ２ 制 御 電 極
127  維 持 電 極
129  ゲ ー ト 線 の 端 部
140  ゲ ー ト 絶 縁 膜
154a  第 １ 半 導 体
154b  第 ２ 半 導 体
163a、 163b、 165a、 165b  抵 抗 性 接 触 部 材
171  デ ー タ 線
172  駆 動 電 圧 線
173a  第 １ 入 力 電 極
173b  第 ２ 入 力 電 極
175a  第 １ 出 力 電 極
175b  第 ２ 出 力 電 極
179  デ ー タ 線 の 端 部
81、 82  接 触 補 助 部 材
85  連 結 部 材
180  保 護 膜
181、 182、 184、 185a、 185b  接 触 孔
190  下 部 導 電 体
191  画 素 電 極
270  共 通 電 極
370  有 機 発 光 部 材
390  線 状 発 光 体
400  絶 縁 膜
401  開 口 部
402  接 触 孔
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410  上 部 導 電 体
Qs  ス イ ッ チ ン グ ト ラ ン ジ ス タ
Qd  駆 動 ト ラ ン ジ ス タ
LD  有 機 発 光 ダ イ オ ー ド
Vss  共 通 電 圧
Cst  ス ト レ ー ジ キ ャ パ シ タ

【 図 １ 】

【 図 ２ Ｃ 】

【 図 ２ Ｄ 】

【 図 ２ Ｅ 】

【 図 ２ Ｆ 】
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【 図 ２ Ｇ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ Ａ 】

【 図 ６ Ｂ 】
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【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】
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